
 
 

 

特定外来生物等の選定作業が必要と考えられる 

外来生物に係る情報及び評価（案） 

 

１ミステリークレイフィッシュ（Procambarus virginalis）   1 

 スロウザリガニ（P. fallax） 

２ディケロガマルス・ヴィロースス（Dikerogammarus villosus）5 
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ミステリークレイフィッシュ※（Procambarus virginalis）、スロウザリ

ガニ（P. fallax）に関する情報 

※別名 マーブルクレイフィッシュ、マーモクレブスなど 

 

 

○分類 軟甲綱十脚（エビ）目アメリカザリガニ科アメリカザリガニ属。 

 

 

○評価 特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト その他の定着予防外来種 

 

○原産地 ミステリークレイフィッシュは観賞用個体から発見されたため、

不明。スロウザリガニは北米ジョージア州、フロリダ半島。 

 

○定着実績 ミステリークレイフィッシュは、ドイツ、オランダ、イタリア、

ハンガリー、ウクライナ、スロバキア、クロアチア、スウェー

デン、マダガスカルで確認事例があるが、再生産が確認されて

いるのはドイツ、オランダ、マダガスカルのみであり、マダガ

スカル以外での再生産の確認例は少ない。日本国内では、2006

年に北海道、2016 年に愛媛県の水域で確認事例があるが、定着

は報告されていない。ただし、国内の野外で確認されるのはアメリ

カザリガニであるという先入観から、他にも多数、未報告の分布地

がある可能性は否めないと指摘されている。 

スロウザリガニの移入分布や定着実績は不明。 

 

○評価の理由 

ミステリークレイフィッシュはペットとして比較的安価で販売されている。

現時点では野外での繁殖の報告はないものの、国内２箇所で遺棄されたもしく

は遺棄個体から単為生殖により生じたと思われる個体が確認されている。最近

まで本種と同種と考えられていたスロウザリガニの原産地と日本の気候は似

ていること、また本種は雌しか存在せず単為生殖を行うため、1個体からでも

個体群形成が可能で、定着の危険性が高い。また、ザリガニ類は多様な小動物

を捕食したり水草を切断して水生植物群落を破壊すること、ザリガニペスト



 
 

 
 

（アファノマイセス菌）1や白斑病のキャリア（保菌者）になることから、定着

すれば在来の絶滅危惧種であるニホンザリガニを含む淡水生態系に大きな影

響を与える可能性がある。スロウザリガニはごく最近までミステリークレイフ

ィッシュと同種とされており、単為生殖ではない点を除き、生態や保菌者とし

ての特性にも大きな差が無いと考えられる。また、スロウザリガニの原産地と

日本の気候は似ている。このことからスロウザリガニも日本に定着した場合に

は淡水生態系に大きな影響を与える可能性がある。 

ミステリークレイフィッシュとスロウザリガニは形態がよく似ており、現時

点で遺伝子と繁殖生態を除き、両種を見分ける方法は見つかっていない。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 ミステリークレイフィッシュは多様な小動物を捕食したり、水草を切

断して水生植物群落を破壊するなどにより、淡水生態系に与える影響

は大きいと考えられている（西川ほか, 2017）。 

 ミステリークレイフィッシュはヨーロッパでは 2004 年に野外で初確

認された後に急速な分布の拡大と定着を続けている（Chucholl, 

2012）。食用に持ち込まれたマダガスカルでは水田や水路、養殖池な

どで非常に高密度に定着している(Jones et al., 2009)。 

 ミステリークレイフィッシュはザリガニペスト（アファノマイセス菌）

のキャリアになる。ニホンザリガニはこの病原菌への感受性が高く

（Unestam, 1969）、影響が懸念される。ヨーロッパではこれによって

在来ザリガニが激減した例がある（Edgerton, 2002; Edgerton, et 

al., 2004）。 

 ミステリークレイフィッシュは白斑病などのウイルス病のキャリア

となる。白斑病は宿主特異性が低く様々な十脚目甲殻類に感染するた

め、在来甲殻類に壊滅的な影響をもたらすことが懸念される（西川ほ

か, 2017）。 

 東北北部から北海道には日本固有で絶滅危惧種のニホンザリガニが

生息しており（中田・松原, 2011）、ミステリークレイフィッシュが

導入されれば病原菌の蔓延などにより深刻な影響を与える可能性が

ある（西川ほか, 2017）。 

 

【経済・産業に係る被害】 

 ミステリークレイフィッシュがキャリアとなる白斑病の感染により、

エビ・カニ類の養殖業に深刻な被害をもたらすことが懸念される（西



 
 

 
 

川ほか, 2017） 

 

 

1 ザリガニペスト 

ザリガニカビ病とも呼ばれ、北アメリカ原産のアファノマイセス菌を病原菌とする。

北アメリカ産のザリガニ類はこの菌に耐性があるが、他の地域のザリガニは感染すると

死に至る。ザリガニにより媒介されるだけでなく、水域を通じても拡散する。アファノ

マイセス菌は、IUCN の世界の侵略的外来種ワースト 100 に選定されている。 

 

 

○被害をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 ミステリークレイフィッシュは単為生殖を行うため、1個体でも個体

群形成が可能であり（Martin,et al., 2010）、定着リスクが高く、定

着すれば急増する可能性がある。 

 ミステリークレイフィッシュは種分布モデルからは日本の亜熱帯か

ら温帯にかけての地域が本種の生息適地と推定されている（Faulkes 

et al., 2012）。 

 ミステリークレイフィッシュは雑食性で多様なものを餌とすること

が出来ると考えられる（Chucholl and Pfeiffer, 2010）。 

 スロウザリガニは静水、流水の両方に生息可能で、幅広い環境に適応

できる（Crandall, 2010）。 

 

（２）社会的要因 

 ミステリークレイフィッシュはペット業界では比較的安価（500～

1,000 円程度）で販売されている。 

 ミステリークレイフィッシュはネットオークションなど、インターネ

ットを通じた個人間での取引（年間約 450 件）も行われている。 

 スロウザリガニも 2016 年頃まではネットオークションや通信販売な

どで販売されていたことが確認されている。そのため、現在でも飼育

個体が残っている可能性があり、これらが販売される可能性がある。 

 

○特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 ミステリークレイフィッシュは体長 10cm 程度になるが、スロウザリ

ガニはこれより小型で体長 7cm 程度（Vogt et al., 2015）。両種とも

体色は褐色、緑褐色、青色など多様だが、まだら模様に暗色の横縞が



 
 

 
 

入るのが特徴（ジャパンクレイフィッシュクラブ, 2003 ; Martin, 

et al., 2010; Vogt et al., 2015）。 

 国内に同属の在来種はいない。 

 ミステリークレイフィッシュ及びスロウザリガニは、国内で本種以外

にペットとして比較的多く流通しているフロリダブルー（P. alleni）

と受精嚢の形状で（Martin, et al., 2010）識別可能である。ただし、

幼体の場合の識別は困難。 

 ミステリークレイフィッシュ及びスロウザリガニは、国内に広く定着

しているアメリカザリガニと頭胸甲の背面の形状（areola）で識別で

きる。 

 

○その他の関連情報 

 遺伝子及び形態を比較した研究から、ミステリークレイフィッシュ

（海外ではマーブルクレイフィッシュまたはマーモクレブスと呼ば

れる）はスロウザリガニ（Procambarus fallax）の単為生殖型とされ

ていたが、遺伝子及び繁殖生態の違いにより新種として記載された

（Lyko, 2017）。 
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ディケロガマルス・ヴィロースス（Dikerogammarus villosus） 

に関する情報 

 

○分類 軟甲綱端脚目ヨコエビ科ディケロガマルス属。 

 

○評価 特定外来生物 

 

○生態系被害防止外来種リスト 侵入予防外来種 

 

○原産地 東ヨーロッパ、黒海～カスピ海地方 

 

○定着実績 1920 年代から 1930 年代の間にハンガリーのドナウ川中流で確

認されたのが最初とされる。その後 1990 年代後半から急速に

分布が拡大し、西ヨーロッパ各地に侵入したことが確認されて

いる。国内での確認記録はない。 

 

○評価の理由 

非常に貪欲な捕食者であり、国内の淡水域に生息するヨコエビ類と比較して

体サイズも大きいため、多種多様な水生無脊椎動物や魚類の卵や仔魚を捕食す

ることで食物網の改変を引き起こす等、在来生物群集に大きな影響を与えると

考えられている。幅広い塩分、温度で生息が可能で、淡水から汽水の広域に侵

入できる。成長速度が速く多産であるため、日本に定着すれば在来の淡水生態

系に大きな影響を与える可能性がある。 

 

○被害の事例 

【生態系に係る被害】 

 中央ヨーロッパの定着場所では、在来ヨコエビや他の外来ヨコエビを

捕食したり競合することで本種に置き換わった（Dick and Platvoet 

2000; Dick, et al., 2002）。 

 魚類の卵を捕食し、仔魚や小型の成魚を攻撃する事が知られており

(Casselato et al., 2007；Schmidt and Josens, 2004)、その捕食活

動によって侵入地の食物網を大きく改変し、在来ヨコエビ類と比べて

一段高い魚類と同様の栄養段階を占める（Van Riel et al., 2006）。 

【経済・産業に係る被害】 



 
 

 
 

 鉤頭虫の中間宿主であるため、サケ科魚類の病気や価値の減少の原因

となる恐れがある（NNSS, 2015）。 

 

○被害をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 幅広い温度、塩分に耐性があり、淡水から汽水の広域に侵入する

（Dettloff et al., 2019）。 

 国内の淡水産の種と比べてかなり大型になる（富川・森野, 2012; 

Dettloff et al., 2019）。 

 早い成長速度と多産により素早く増加する（Dettloff et al., 2019）。 

 雑食性で多種多様の水生生物を摂食する。摂食せずに傷つけたり殺し

たりするだけの場合もある(Dick et al., 2002)。 

 

○特徴並びに近縁種、類似種などについて 

 側扁したアーチ状の体型をしている。半透明な体で、縞模様や斑点な

どがある（Dettloff et al., 2019）。最大で体長 3cm になる。 

 国内に同属の在来種はいない。 

 尾節背面に円錐状の突起を持つ。この円錐状の突起にある棘や触角の

毛によって、ディケロガマルス属の他の種と区別出来る（ÖZBEK and 

ÖZKAN,2011; Dettloff et al., 2019）。 
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